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映
画
館

　

〝
動
く
写
真
〟
と
騒
が
れ
た
活
動
写
真
。
県
内
で
は
明
治

三
十
三
年
に
で
き
た
弘
前
・
柾
木
座
が
第
一
号
。
大
正
に
入
る

と
慈
善
館
、
大
和
館
な
ど
が
相
次
い
で
開
館
。
私
の
少
年
時
代

は
こ
れ
に
東
宝
、
ス
カ
ラ
座
、
昭
和
座
、
東
映
、
駅
前
劇
場
、

ニ
ュ
ー
ス
専
門
館
な
ど
が
加
わ
り
、「
青
い
山
脈
」
や
裕
次
郎

作
品
の
ヒ
ッ
ト
も
あ
っ
て
、
映
画
全
盛
期
を
迎
え
て
い
た
。

　

こ
の
写
真
は
、
映
画
館
前
の
自
転
車
の
列
。
今
は
観
客
が
パ

ラ
パ
ラ
と
座
っ
て
い
る
程
度
だ
が
、
当
時
は
常
に
満
席
状
態
。

評
判
の
映
画
が
か
か
っ
た
時
は
、
立
ち
見
に
な
る
こ
と
も
珍
し

く
な
か
っ
た
。

　

昭
和
二
十
六
年
に
封
切
ら
れ
た
「
邪
魔
者
は
殺
せ
」
と
い
う

洋
画
の
話
題
作
が
あ
っ
た
。
見
終
わ
っ
た
そ
の
夜
、
土
手
町
が

火
事
。
十
数
軒
が
延
焼
す
る
騒
ぎ
に
な
っ
た
。
火
事
の
強
烈
な

思
い
出
と
と
も
に
、
私
に
は
忘
れ
ら
れ
な
い
映
画
と
な
っ
た
。

　

裕
次
郎
赤
木
も
和
田
も
昼
寝
覚�

　

小
田
切
力　

 


